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(57)【要約】
【課題】本番出力とサンプル出力とが実行可能な画像形
成装置を備えた画像形成システムにおいて、本番出力さ
れた用紙の枚数のみを容易に知ることができる画像形成
システム及び出力カウント方法を提供する。
【解決手段】画像形成装置１００の不揮発メモリ１２に
、本番出力された用紙の枚数をカウントして記憶する本
番出力用カウンターと、サンプル出力された用紙の枚数
をカウントして記憶するサンプル出力用カウンターと、
を備えるよう構成した。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　用紙上に画像を形成して出力する際、ジョブ情報に基づく本番出力と画像確認のための
サンプル出力との何れか一方を実行する画像形成装置を備える画像形成システムにおいて
、
　前記本番出力された用紙の枚数をカウントして記憶する本番出力用カウント部と、
　前記サンプル出力された用紙の枚数をカウントして記憶するサンプル出力用カウント部
と、
　を備えることを特徴とする画像形成システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像形成システムにおいて、
　前記画像形成装置は、
　前記本番出力された用紙が排紙される第１排紙トレイと、前記サンプル出力された用紙
が排紙される第２排紙トレイと、を備え、
　前記本番出力用カウント部は、前記第１排紙トレイに排紙される前記本番出力の用紙を
検出する第１排紙センサを備え、当該第１排紙センサにより検出された用紙の枚数をカウ
ントし、
　前記サンプル出力用カウント部は、前記第２排紙トレイに排紙される前記サンプル出力
の用紙を検出する第２排紙センサを備え、当該第２排紙センサにより検出された用紙の枚
数をカウントすることを特徴とする画像形成システム。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の画像形成システムにおいて、
　前記本番出力用カウント部は、前記画像形成装置全体での前記本番出力の用紙の枚数を
カウントし、
　前記サンプル出力用カウント部は、前記画像形成装置全体での前記サンプル出力の用紙
の枚数をカウントすることを特徴とする画像形成システム。
【請求項４】
　請求項１～３の何れか一項に記載の画像形成システムにおいて、
　前記本番出力用カウント部は、所定の分類毎に前記本番出力の用紙の枚数をカウントし
、
　前記サンプル出力用カウント部は、前記所定の分類毎に前記サンプル出力の用紙の枚数
をカウントすることを特徴とする画像形成システム。
【請求項５】
　請求項１～４の何れか一項に記載の画像形成システムにおいて、
　表示部に所定の情報を表示させる制御部を備え、
　前記制御部は、前記本番出力用カウント部によりカウントされた前記本番出力の用紙の
枚数情報と、前記サンプル出力用カウント部によりカウントされた前記サンプル出力の用
紙の枚数情報と、を前記表示部に表示させることを特徴とする画像形成システム。
【請求項６】
　請求項１～５の何れか一項に記載の画像形成システムにおいて、
　前記制御部は、前記本番出力用カウント部によりカウントされた前記本番出力の用紙の
枚数情報と、前記サンプル出力用カウント部によりカウントされた前記サンプル出力の用
紙の枚数情報と、を画像形成部にプリント出力させることを特徴とする画像形成システム
。
【請求項７】
　請求項１～６の何れか一項に記載の画像形成システムにおいて、
　前記本番出力用カウント部によりカウントされた前記本番出力の用紙の枚数に応じた課
金情報と、前記サンプル出力用カウント部によりカウントされた前記サンプル出力の用紙
の枚数に応じた課金情報と、を管理する課金情報管理部を備えることを特徴とする画像形
成システム。
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【請求項８】
　用紙上に画像を形成して出力する際、ジョブ情報に基づく本番出力と画像確認のための
サンプル出力との何れか一方を実行する画像形成装置を備える画像形成システムにおいて
、
　前記本番出力された用紙の枚数のみをカウントして記憶する本番出力用カウント部を備
えることを特徴とする画像形成システム。
【請求項９】
　請求項８に記載の画像形成システムにおいて、
　前記画像形成装置は、
　前記本番出力された用紙が排紙される第１排紙トレイと、前記サンプル出力された用紙
が排紙される第２排紙トレイと、を備え、
　前記本番出力用カウント部は、前記第１排紙トレイに排紙される前記本番出力の用紙を
検出する第１排紙センサを備え、当該第１排紙センサにより検出された用紙の枚数をカウ
ントすることを特徴とする画像形成システム。
【請求項１０】
　請求項８又は９に記載の画像形成システムにおいて、
　前記本番出力用カウント部は、前記画像形成装置全体での前記本番出力の用紙の枚数を
カウントすることを特徴とする画像形成システム。
【請求項１１】
　請求項８～１０の何れか一項に記載の画像形成システムにおいて、
　前記本番出力用カウント部は、所定の分類毎に前記本番出力の用紙の枚数をカウントす
ることを特徴とする画像形成システム。
【請求項１２】
　請求項８～１１の何れか一項に記載の画像形成システムにおいて、
　表示部に所定の情報を表示させる制御部を備え、
　前記制御部は、前記本番出力用カウント部によりカウントされた前記本番出力の用紙の
枚数情報を前記表示部に表示させることを特徴とする画像形成システム。
【請求項１３】
　請求項８～１２何れか一項に記載の画像形成システムにおいて、
　前記制御部は、前記本番出力用カウント部によりカウントされた前記本番出力の用紙の
枚数情報を画像形成部にプリント出力させることを特徴とする画像形成システム。
【請求項１４】
　請求項８～１３の何れか一項に記載の画像形成システムにおいて、
　前記本番出力用カウント部によりカウントされた前記本番出力の用紙の枚数に応じた課
金情報を管理する課金情報管理部を備えることを特徴とする画像形成システム。
【請求項１５】
　請求項１～１４の何れか一項に記載の画像形成システムにおいて、
　前記本番出力用カウント部によりカウントされる前記本番出力の用紙の枚数に対して上
限を設定する設定部を備え、
　前記制御部は、前記本番出力用カウント部によりカウントされた前記本番出力の用紙の
枚数が、前記設定部により設定された上限に達した場合に、前記画像形成装置による画像
形成を禁止することを特徴とする画像形成システム。
【請求項１６】
　請求項１に記載の画像形成システムが備える画像形成装置により出力される用紙の枚数
をカウントする出力カウント方法において、
　前記本番出力用カウント部が、前記本番出力された用紙の枚数をカウントして記憶する
本番出力カウントステップと、
　前記サンプル出力用カウント部が、前記サンプル出力された用紙の枚数をカウントして
記憶するサンプル出力カウントステップと、
　を備えることを特徴とする出力カウント方法。
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【請求項１７】
　請求項８に記載の画像形成システムが備える画像形成装置により出力される用紙の枚数
をカウントする出力カウント方法において、
　前記本番出力用カウント部が、前記本番出力された用紙の枚数のみをカウントして記憶
する本番出力カウントステップを備えることを特徴とする出力カウント方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成システム及び出力カウント方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、指定の周期毎に、テストパターン画像を形成してサンプル出力を実行する画像形
成装置（例えば、特許文献１参照）や、所定の条件が成立すると、テスト画像を形成して
サンプル出力を実行する画像形成装置（例えば、特許文献２参照）が知られている。
【０００３】
　ところで、画像形成装置は、出力された用紙の枚数をカウントできるよう構成されてい
るが、例えば、本番出力とサンプル出力とが実行可能な画像形成装置の場合、本番出力と
サンプル出力を区別することなくカウントするよう構成されている。
【特許文献１】特開平８－１９７７７９号公報
【特許文献２】特開２００５－１５３３７４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　そのため、本番出力された用紙の枚数のみを知るためには、ユーザは、排紙された本番
出力の用紙の枚数を数えるか、或いは、排紙されたサンプル出力の用紙の枚数を数えて、
画像形成装置によりカウントされた枚数から引かなければならず、煩わしいという問題が
ある。
【０００５】
　本発明の課題は、本番出力とサンプル出力とが実行可能な画像形成装置を備えた画像形
成システムにおいて、本番出力された用紙の枚数のみを容易に知ることができる画像形成
システム及び出力カウント方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、
　用紙上に画像を形成して出力する際、ジョブ情報に基づく本番出力と画像確認のための
サンプル出力との何れか一方を実行する画像形成装置を備える画像形成システムにおいて
、
　前記本番出力された用紙の枚数をカウントして記憶する本番出力用カウント部と、
　前記サンプル出力された用紙の枚数をカウントして記憶するサンプル出力用カウント部
と、
　を備えることを特徴とする。
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、
　請求項１に記載の画像形成システムにおいて、
　前記画像形成装置は、
　前記本番出力された用紙が排紙される第１排紙トレイと、前記サンプル出力された用紙
が排紙される第２排紙トレイと、を備え、
　前記本番出力用カウント部は、前記第１排紙トレイに排紙される前記本番出力の用紙を
検出する第１排紙センサを備え、当該第１排紙センサにより検出された用紙の枚数をカウ
ントし、



(5) JP 2008-180772 A 2008.8.7

10

20

30

40

50

　前記サンプル出力用カウント部は、前記第２排紙トレイに排紙される前記サンプル出力
の用紙を検出する第２排紙センサを備え、当該第２排紙センサにより検出された用紙の枚
数をカウントすることを特徴とする。
【０００８】
　請求項３に記載の発明は、
　請求項１又は２に記載の画像形成システムにおいて、
　前記本番出力用カウント部は、前記画像形成装置全体での前記本番出力の用紙の枚数を
カウントし、
　前記サンプル出力用カウント部は、前記画像形成装置全体での前記サンプル出力の用紙
の枚数をカウントすることを特徴とする。
【０００９】
　請求項４に記載の発明は、
　請求項１～３の何れか一項に記載の画像形成システムにおいて、
　前記本番出力用カウント部は、所定の分類毎に前記本番出力の用紙の枚数をカウントし
、
　前記サンプル出力用カウント部は、前記所定の分類毎に前記サンプル出力の用紙の枚数
をカウントすることを特徴とする。
【００１０】
　請求項５に記載の発明は、
　請求項１～４の何れか一項に記載の画像形成システムにおいて、
　表示部に所定の情報を表示させる制御部を備え、
　前記制御部は、前記本番出力用カウント部によりカウントされた前記本番出力の用紙の
枚数情報と、前記サンプル出力用カウント部によりカウントされた前記サンプル出力の用
紙の枚数情報と、を前記表示部に表示させることを特徴とする。
【００１１】
　請求項６に記載の発明は、
　請求項１～５の何れか一項に記載の画像形成システムにおいて、
　前記制御部は、前記本番出力用カウント部によりカウントされた前記本番出力の用紙の
枚数情報と、前記サンプル出力用カウント部によりカウントされた前記サンプル出力の用
紙の枚数情報と、を画像形成部にプリント出力させることを特徴とする。
【００１２】
　請求項７に記載の発明は、
　請求項１～６の何れか一項に記載の画像形成システムにおいて、
　前記本番出力用カウント部によりカウントされた前記本番出力の用紙の枚数に応じた課
金情報と、前記サンプル出力用カウント部によりカウントされた前記サンプル出力の用紙
の枚数に応じた課金情報と、を管理する課金情報管理部を備えることを特徴とする。
【００１３】
　請求項８に記載の発明は、
　用紙上に画像を形成して出力する際、ジョブ情報に基づく本番出力と画像確認のための
サンプル出力との何れか一方を実行する画像形成装置を備える画像形成システムにおいて
、
　前記本番出力された用紙の枚数のみをカウントして記憶する本番出力用カウント部を備
えることを特徴とする。
【００１４】
　請求項９に記載の発明は、
　請求項８に記載の画像形成システムにおいて、
　前記画像形成装置は、
　前記本番出力された用紙が排紙される第１排紙トレイと、前記サンプル出力された用紙
が排紙される第２排紙トレイと、を備え、
　前記本番出力用カウント部は、前記第１排紙トレイに排紙される前記本番出力の用紙を
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検出する第１排紙センサを備え、当該第１排紙センサにより検出された用紙の枚数をカウ
ントすることを特徴とする。
【００１５】
　請求項１０に記載の発明は、
　請求項８又は９に記載の画像形成システムにおいて、
　前記本番出力用カウント部は、前記画像形成装置全体での前記本番出力の用紙の枚数を
カウントすることを特徴とする。
【００１６】
　請求項１１に記載の発明は、
　請求項８～１０の何れか一項に記載の画像形成システムにおいて、
　前記本番出力用カウント部は、所定の分類毎に前記本番出力の用紙の枚数をカウントす
ることを特徴とする。
【００１７】
　請求項１２に記載の発明は、
　請求項８～１１の何れか一項に記載の画像形成システムにおいて、
　表示部に所定の情報を表示させる制御部を備え、
　前記制御部は、前記本番出力用カウント部によりカウントされた前記本番出力の用紙の
枚数情報を前記表示部に表示させることを特徴とする。
【００１８】
　請求項１３に記載の発明は、
　請求項８～１２何れか一項に記載の画像形成システムにおいて、
　前記制御部は、前記本番出力用カウント部によりカウントされた前記本番出力の用紙の
枚数情報を画像形成部にプリント出力させることを特徴とする。
【００１９】
　請求項１４に記載の発明は、
　請求項８～１３の何れか一項に記載の画像形成システムにおいて、
　前記本番出力用カウント部によりカウントされた前記本番出力の用紙の枚数に応じた課
金情報を管理する課金情報管理部を備えることを特徴とする。
【００２０】
　請求項１５に記載の発明は、
　請求項１～１４の何れか一項に記載の画像形成システムにおいて、
　前記本番出力用カウント部によりカウントされる前記本番出力の用紙の枚数に対して上
限を設定する設定部を備え、
　前記制御部は、前記本番出力用カウント部によりカウントされた前記本番出力の用紙の
枚数が、前記設定部により設定された上限に達した場合に、前記画像形成装置による画像
形成を禁止することを特徴とする。
【００２１】
　請求項１６に記載の発明は、
　請求項１に記載の画像形成システムが備える画像形成装置により出力される用紙の枚数
をカウントする出力カウント方法において、
　前記本番出力用カウント部が、前記本番出力された用紙の枚数をカウントして記憶する
本番出力カウントステップと、
　前記サンプル出力用カウント部が、前記サンプル出力された用紙の枚数をカウントして
記憶するサンプル出力カウントステップと、
　を備えることを特徴とする。
【００２２】
　請求項１７に記載の発明は、
　請求項８に記載の画像形成システムが備える画像形成装置により出力される用紙の枚数
をカウントする出力カウント方法において、
　前記本番出力用カウント部が、前記本番出力された用紙の枚数のみをカウントして記憶
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する本番出力カウントステップを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２３】
　請求項１又は１６に記載の発明によれば、本番出力された用紙の枚数と、サンプル出力
された用紙の枚数と、を個別にカウントすることができるため、本番出力された用紙の枚
数のみを容易に知ることができる。
【００２４】
　請求項２に記載の発明によれば、請求項１に記載の発明と同様の効果が得られることは
無論のこと、排紙される本番出力の用紙を検出するとともに、排紙されるサンプル出力の
用紙を検出することができるため、本番出力された用紙の枚数と、サンプル出力された用
紙の枚数と、の正確な値を知ることができる。
【００２５】
　請求項３に記載の発明によれば、請求項１又は２に記載の発明と同様の効果が得られる
ことは無論のこと、画像形成装置全体での本番出力の用紙の枚数と、画像形成装置全体で
のサンプル出力の用紙の枚数と、を知ることができるため、利便性が高い。
【００２６】
　請求項４に記載の発明によれば、請求項１～３の何れか一項に記載の発明と同様の効果
が得られることは無論のこと、所定の分類毎の本番出力の用紙の枚数と、所定の分類毎の
サンプル出力の用紙の枚数と、を知ることができるため、本番出力の用紙の枚数と、サン
プル出力の用紙の枚数と、をより詳細に管理できる。
【００２７】
　請求項５に記載の発明によれば、請求項１～４の何れか一項に記載の発明と同様の効果
が得られることは無論のこと、本番出力の用紙の枚数情報と、サンプル出力の用紙の枚数
情報と、を表示することができるため、利便性が高い。
【００２８】
　請求項６に記載の発明によれば、請求項１～５の何れか一項に記載の発明と同様の効果
が得られることは無論のこと、本番出力の用紙の枚数情報と、サンプル出力の用紙の枚数
情報と、をプリント出力することができるため、利便性が高い。
【００２９】
　請求項７に記載の発明によれば、請求項１～６の何れか一項に記載の発明と同様の効果
が得られることは無論のこと、本番出力の用紙の枚数に応じた課金情報と、サンプル出力
の用紙の枚数に応じた課金情報と、を個別に管理できるため、本番出力の用紙の枚数のみ
に応じた課金情報を容易に知ることができる。
【００３０】
　請求項８又は１７に記載の発明によれば、本番出力された用紙の枚数のみをカウントす
ることができるため、本番出力された用紙の枚数のみを容易に知ることができる。
【００３１】
　請求項９に記載の発明によれば、請求項８に記載の発明と同様の効果が得られることは
無論のこと、排紙される本番出力の用紙を検出することができるため、本番出力された用
紙の枚数の正確な値を知ることができる。
【００３２】
　請求項１０に記載の発明によれば、請求項８又は９に記載の発明と同様の効果が得られ
ることは無論のこと、画像形成装置全体での本番出力の用紙の枚数を知ることができるた
め、利便性が高い。
【００３３】
　請求項１１に記載の発明によれば、請求項８～１０の何れか一項に記載の発明と同様の
効果が得られることは無論のこと、所定の分類毎の本番出力の用紙の枚数を知ることがで
きるため、本番出力の用紙の枚数をより詳細に管理できる。
【００３４】
　請求項１２に記載の発明によれば、請求項８～１１の何れか一項に記載の発明と同様の
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効果が得られることは無論のこと、本番出力の用紙の枚数情報を表示することができるた
め、利便性が高い。
【００３５】
　請求項１３に記載の発明によれば、請求項８～１２の何れか一項に記載の発明と同様の
効果が得られることは無論のこと、本番出力の用紙の枚数情報をプリント出力することが
できるため、利便性が高い。
【００３６】
　請求項１４に記載の発明によれば、請求項８～１３の何れか一項に記載の発明と同様の
効果が得られることは無論のこと、本番出力の用紙の枚数のみに応じた課金情報を管理で
きるため、本番出力の用紙の枚数のみに応じた課金情報を容易に知ることができる。
【００３７】
　請求項１５に記載の発明によれば、請求項１～１４の何れか一項に記載の発明と同様の
効果が得られることは無論のこと、本番出力の用紙の枚数が、設定された上限に達した場
合に、画像形成を禁止することができるため、利便性が高い。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３８】
　以下、図を参照して、本発明に係る画像形成システム及び出力カウント方法の最良の形
態を詳細に説明する。なお、発明の範囲は、図示例に限定されない。
【００３９】
［第１の実施の形態］
　まず、第１の実施の形態における画像形成システム１０００及び出力カウント方法につ
いて説明する。
【００４０】
　＜画像形成システムの構成＞
　まず、画像形成システム１０００の構成について、図１～図１１を参照して説明する。
【００４１】
　画像形成システム１０００は、例えば、図１に示すように、画像形成装置１００と、画
像形成装置１００にＬＡＮ等のネットワークＮを介して接続された課金情報管理装置２０
０等の外部機器と、などを備えて構成される。
【００４２】
（画像形成装置の構成）
　画像形成装置１００は、例えば、用紙上に画像を形成して出力する際、本番出力とサン
プル出力との何れか一方を実行する。
　ここで、本番出力とは、例えば、ジョブ情報に基づく出力である。
　また、サンプル出力とは、例えば、ジョブ情報に基づく出力、或いは、予め設定された
テストパターンデータに基づく出力であり、例えば、本番出力の画像確認のために実行さ
れる。
　なお、画像形成装置１００においては、例えば、サンプル出力モードがＯＮの場合は、
本番出力とサンプル出力とが実行され、サンプル出力モードがＯＦＦの場合は、本番出力
のみが実行されるようになっている。
【００４３】
　具体的には、画像形成装置１００は、例えば、図２及び図３に示すように、操作表示部
２０やＡＤＦ（Auto Document Feeder；自動原稿給送装置）部４０などが設けられた本体
部１と、本体部１にオプション接続されたスタッカ装置２や大容量トレイユニット３と、
全体制御部１０と、スキャナ部３０と、画像形成部５０と、コントローラ部６０と、など
を備えて構成される。
【００４４】
　全体制御部１０は、例えば、制御部１１と、不揮発メモリ１２と、ＤＲＡＭ（Dynamic 
Random Access Memory）制御ＩＣ１３と、圧縮／伸長ＩＣ１４と、読み取り処理部１５と
、書き込み処理部１６と、画像メモリ１７と、ＨＤＤ１８と、コントローラＩＣ１９と、
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などを備えて構成される。
【００４５】
　不揮発メモリ１２は、データの読み書きが可能な半導体メモリなどにより構成され、例
えば、画像形成装置１００にかかる各種設定データなどを記憶する。
　さらに、不揮発メモリ１２は、例えば、図４に示すように、本番出力用カウンター１２
ａと、サンプル出力用カウンター１２ｂと、などを記憶している。
【００４６】
　本番出力用カウンター１２ａは、例えば、スタッカ装置２の第１排紙センサ２ｅにより
検出された本番出力の用紙の枚数をカウントして記憶する。
【００４７】
　具体的には、本番出力用カウンター１２ａは、例えば、画像形成装置１００全体での本
番出力の用紙の枚数をカウントして記憶するとともに、所定の分類毎に本番出力の用紙の
枚数をカウントして記憶する。
　ここで、所定の分類毎とは、例えば、会社内での部門毎である。
【００４８】
　より具体的には、本番出力用カウンター１２ａは、例えば、図５（ａ）に示すように、
部門毎の本番出力の用紙の枚数をカウントして記憶する「部門別本番出力枚数」カウンタ
ー１２ａ１と、画像形成装置１００全体での本番出力の用紙の枚数をカウントして記憶す
る「装置全体本番出力枚数」カウンター１２ａ２と、などにより構成されている。
【００４９】
　サンプル出力用カウンター１２ｂは、例えば、スタッカ装置２の第２排紙センサ２ｆに
より検出されたサンプル出力の用紙の枚数をカウントして記憶する。
【００５０】
　具体的には、サンプル出力用カウンター１２ｂは、例えば、画像形成装置１００全体で
のサンプル出力の用紙の枚数をカウントして記憶するとともに、所定の分類毎（例えば、
部門毎）にサンプル出力の用紙の枚数をカウントして記憶する。
【００５１】
　より具体的には、サンプル出力用カウンター１２ｂは、例えば、図５（ｂ）に示すよう
に、部門毎のサンプル出力の用紙の枚数をカウントして記憶する「部門別サンプル出力枚
数」カウンター１２ｂ１と、画像形成装置１００全体でのサンプル出力の用紙の枚数をカ
ウントして記憶する「装置全体サンプル出力枚数」カウンター１２ｂ２と、などにより構
成されている。
【００５２】
　ＤＲＡＭ制御ＩＣ１３は、制御部１１から入力される制御信号に従って、例えば、読み
取り処理部１５から入力されたジョブファイルやコントローラ部６０から入力されたジョ
ブファイルなどを、圧縮／伸長ＩＣ１４に圧縮させて、圧縮メモリ１７ａに一時的に記憶
させる。
【００５３】
　また、ＤＲＡＭ制御ＩＣ１３は、制御部１１から入力される制御信号に従って、例えば
、圧縮メモリ１７ａに記憶されたジョブファイルを、圧縮／伸長ＩＣ１４に伸長させて、
ページメモリ１７ｂに一時的に記憶させる。
　そして、制御部１１から印刷出力が指示されると、ＤＲＡＭ制御１Ｃ１３は、例えば、
ページメモリ１７ｂから非圧縮のジョブファイルをページ単位で読み出して書き込み処理
部１６に出力する。
【００５４】
　また、ＤＲＡＭ制御ＩＣ１３は、例えば、ＰＣＩバスを介してコントローラ部６０から
入力された制御データを制御部１１に出力する。
【００５５】
　圧縮／伸長ＩＣ１４は、例えば、ＤＲＡＭ制御ＩＣ１３から入力される制御信号に従っ
て、ジョブファイルの圧縮処理及び伸長処理を行うＩＣである。



(10) JP 2008-180772 A 2008.8.7

10

20

30

40

50

【００５６】
　読み取り処理部１５は、例えば、スキャナ部３０により読み取られたアナログ画像信号
をデジタル画像データに変換するとともに、原稿の用紙サイズや読み取り時の用紙の方向
、各種設定をヘッダ情報として取得して、当該画像データと当該ヘッダ情報とを含むジョ
ブファイルを生成し、ＤＲＡＭ制御ＩＣ１３へ出力する。
【００５７】
　書き込み処理部１６は、例えば、圧縮／伸長ＩＣ１４から入力されるジョブファイルに
基づいて、ＰＷＭ（Pulse Width Modulation）信号を生成して、画像形成部５０へ出力す
る。
【００５８】
　画像メモリ１７は、ＤＲＡＭにより構成され、例えば、スキャナ部３０で読み取られた
画像データを一時的に記憶する。
　また、画像メモリ１７は、例えば、圧縮メモリ１７ａやページメモリ１７ｂを有して構
成される。
【００５９】
　圧縮メモリ１７ａは、例えば、ＤＲＡＭ制御ＩＣ１３から入力される制御信号に従って
、圧縮／伸長ＩＣ１４で圧縮されたジョブファイルを一時的に記憶する。
【００６０】
　ページメモリ１７ｂは、例えば、印刷出力前にプリント出力対象の非圧縮のジョブファ
イルを一時的に記憶する。
【００６１】
　ＨＤＤ１８は、例えば、スキャナ部３０で読み取って生成したジョブファイルやコント
ローラ部６０を介して外部機器から受信したジョブファイルを蓄積記憶・保存しておくた
めの記憶装置である。
【００６２】
　コントローラＩＣ１９は、例えば、ＨＤＤ１８へのデータの読み書きを制御するＩＣで
ある。
【００６３】
　操作表示部２０は、例えば、操作表示制御部２１と、表示部２２と、操作パネル２３と
、などを備えて構成される。
【００６４】
　操作表示制御部２１は、例えば、制御部１１から入力される制御信号に従って表示部２
２の表示制御を行うとともに、操作パネル２３から入力される操作信号を制御部１１に出
力する。
【００６５】
　表示部２２は、例えば、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）パネルなどから構成され、
操作表示制御部２１から入力される表示信号に従って画面上に各種設定画面や画像の状態
表示、各機能の動作状況などの表示を行う。
【００６６】
　操作パネル２３は、例えば、操作キーや表示部２２と一体的に形成されたタッチパネル
などを有して構成され、例えば、ユーザによる操作キーの押下操作やタッチパネルの押圧
操作に応じた操作信号を操作表示制御部２１に出力する。
【００６７】
　具体的には、操作パネル２３は、例えば、設定部として、ユーザが、本番出力用カウン
ター１２ａによりカウントされて記憶される本番出力の用紙の枚数に対して上限を設定す
る際に操作される。
　ここで、ユーザは、操作パネル２３を操作して、例えば、画像形成装置１００全体での
本番出力の用紙の枚数に対する上限及び／又は部門毎の本番出力の枚数に対する上限を設
定するようになっている。
【００６８】
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　スキャナ部３０は、例えば、スキャナ制御部３１と、スキャナ３２と、などを備えて構
成される。
【００６９】
　スキャナ制御部３１は、例えば、制御部１１から入力される制御信号に従って、スキャ
ナ３２のＣＣＤ（Charge Coupled Device）などを駆動制御する。
【００７０】
　スキャナ３２は、例えば、プラテンガラスと、ＣＣＤと、光源と、などを備えて構成さ
れ、光源から原稿へ照明走査した光の反射光をＣＣＤにより結像して光電変換することに
よって原稿の画像を読み取り、その画像のアナログ画像信号を読み取り処理部１５へ出力
する。
【００７１】
　ＡＤＦ部４０は、例えば、制御部１１から入力される制御信号に従って、原稿トレイＴ
ａに載置された原稿をスキャナ部３０のプラテンガラス上に一枚ずつ自動配送する。
【００７２】
　画像形成部５０は、制御部１１から入力される制御信号に従って、例えば、用紙上に画
像を形成して本番出力及びサンプル出力を実行する。
【００７３】
　具体的には、画像形成部５０は、例えば、プリンタ制御部５１と、プリント部５２と、
複数の給紙トレイ５３と、転写紙（用紙）を搬送する搬送経路（例えば、図２に太線で示
す経路）に沿って用紙を搬送するための給紙ローラと、などを備えて構成される。
【００７４】
　プリント部５２は、例えば、ＬＤ（Laser Diode）５２ａと、感光体ドラム５２ｂと、
帯電器５２ｃと、現像器５２ｄと、転写部５２ｅと、定着器５２ｆと、搬送路切替板５４
ａと、反転部５４ｂと、などを備えて構成される。
【００７５】
　プリンタ制御部５１は、例えば、制御部１１から入力される制御信号に従って、画像形
成部５０内の各部の動作を制御して、書き込み処理部１６から入力されたＰＷＦ信号に基
づいて用紙に画像形成を行わせる。
【００７６】
　具体的には、プリンタ制御部５１は、例えば、複数の給紙トレイ５３の何れかに用紙を
給紙させて、当該用紙を搬送経路に沿って搬送させる。そして、感光体ドラム５２ｂ表面
を帯電器５２ｃで帯電させて、書き込み処理部１６から入力されたＰＷＭ信号に基づいて
ＬＤ５２ａにより感光体ドラム５２ｂ表面にレーザ光を照射させて静電潜像を形成させ、
感光体ドラム５２ｂ表面の静電潜像を含む領域に現像器５２ｄによりトナーを付着させる
。
【００７７】
　次いで、複数の給紙トレイ５２の何れかから給紙された用紙に転写部５２ｅによりトナ
ーを転写させて画像を形成させ、定着器５２ｆにより定着させた後、スタッカ装置２に排
出させる。両面印刷を行う場合には、片面が印刷された用紙を、搬送路切替板５４ａや反
転経路を介して反転部５４ｂに搬送して、反転部５４ｂにより表裏を反転させて感光体ド
ラム５２ｂに再搬送し、反転後の表面に画像を形成させて定着させた後、スタッカ装置２
に排出させる。
【００７８】
　複数の給紙トレイ５３のうち、例えば、給紙トレイ５３ａ，５３ｂの２つの給紙トレイ
５３が本体部１に備えられ、給紙トレイ５３ｃ，５３ｄ，５３ｅの３つの給紙トレイ５３
が大容量トレイユニット３に備えられている。
【００７９】
　コントローラ部６０は、例えば、コントローラ制御部６１と、ＤＲＡＭ制御ＩＣ６２と
、画像メモリ６３と、ＬＡＮＩＦ（Local Area Network InterFace）６４と、などを備え
て構成される。
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【００８０】
　コントローラ制御部６１は、例えば、コントローラ部６０の各部の動作を統括的に制御
し、ＬＡＮＩＦ６４を介して外部機器から入力されたデータを、画像形成装置１００の動
作状態に応じたデータ形式のジョブファイルに変換して、ＤＲＡＭ制御ＩＣ６２に出力す
る。
【００８１】
　ＤＲＡＭ制御ＩＣ６２は、例えば、画像メモリ６３への画像データの読み書きや、ＤＲ
ＡＭ制御ＩＣ１３とのデータの受け渡しを制御する。
【００８２】
　画像メモリ６３は、例えば、ＤＲＡＭから構成され、入力された画像データを一時的に
記憶する。
【００８３】
　ＬＡＮＩＦ６４は、例えば、ＮＩＣ（Network Interface Card）やモデムなどのＬＡＮ
に接続するための通信インターフェイスであり、外部機器からデータを受信して、ＤＲＡ
Ｍ制御ＩＣ６２に出力する。
【００８４】
　スタッカ装置２は、例えば、図２、図３及び図６に示すように、スタッカ制御部２ａと
、積載ステージ２ｂと、ドアセンサ２ｃと、排紙口切替ゲート２ｄと、第１排紙センサ２
ｅと、第２排紙センサ２ｆと、サブトレイＴｂと、用紙を積載ステージ２ｂやサブトレイ
Ｔｂまで搬送するための排紙ローラと、などを備えて構成される。
【００８５】
　スタッカ制御部２ａは、例えば、スタッカ装置２を構成する各機能部を統括的に制御す
る機能部であり、例えば、制御部１１から入力される制御信号に従って、用紙を搬送経路
に沿って搬送させて、積載ステージ２ｂやサブトレイＴｂに排紙させる。
【００８６】
　積載ステージ２ｂは、例えば、スタッカ装置２の内部に格納されており、例えば、第１
排紙トレイとして、画像形成部５０により実行された本番出力の用紙が排紙される排紙ト
レイである。
　ここで、積載ステージ２ｂに排紙される用紙は、スタッカ装置２の内部に格納されるよ
うになっており、画像形成中は、当該用紙に形成された画像を目視にて確認できないよう
になっている。
【００８７】
　具体的には、積載ステージ２ｂは、例えば、スタッカ制御部２ａから入力される制御信
号に従って昇降自在であり、例えば、大量（例えば、約１万枚）の用紙を積載できるよう
になっている。
　積載ステージ２ｂは、例えば、積載された用紙の上端が、積載量に関わらず一定の高さ
を維持できるように、用紙が積載されていないときは最上部に位置し、用紙が積載される
につれて下降し、積載された用紙が取り除かれると再び上昇するようになっている。
【００８８】
　ドアセンサ２ｃは、例えば、スタッカ装置２の本体側面に設けられた扉（図示省略）が
閉まっているか否かを検出して、当該検出信号をスタッカ制御部２ａに出力する。
　ここで、スタッカ装置２においては、例えば、スタッカ装置２の本体部側面に設けられ
た扉を開くことで、積載ステージ２ｂに排紙された用紙を取り出すようになっており、例
えば、スタッカ装置２は、この扉を閉めた状態で使用するようになっている。
【００８９】
　排紙口切替ゲート２ｄは、例えば、スタッカ制御部２ａから入力される制御信号に従っ
て、用紙の排紙口を、積載ステージ２ｂと、サブトレイＴｂと、の何れかに切り替える。
【００９０】
　サブトレイＴｂは、例えば、スタッカ装置２の上面に設けられており、例えば、第２排
紙トレイとして、画像形成部５０により実行されたサンプル出力の用紙が排紙される排紙
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トレイである。
　ここで、サブトレイＴｂに排紙された用紙は、スタッカ装置２の外部に露出するように
なっており、画像形成中であっても、当該用紙に形成された画像を目視にて確認できるよ
うになっている。
【００９１】
　第１排紙センサ２ｅは、例えば、積載ステージ２ｂに排紙される本番出力の用紙を検出
して、当該検出信号をスタッカ制御部２ａに出力する。このスタッカ制御部２ａに出力さ
れた検出信号は、制御部１１に出力されることになる。
　ここで、本番出力用カウント部は、本番出力用カウンター１２ａと、第１排紙センサ２
ｅと、などにより構成される。
【００９２】
　第２排紙センサ２ｆは、例えば、サブトレイＴｂに排紙されるサンプル出力の用紙を検
出して、当該検出信号をスタッカ制御部２ａに出力する。このスタッカ制御部２ａに出力
された検出信号は、制御部１１に出力されることになる。
　ここで、サンプル出力用カウント部は、サンプル出力用カウンター１２ｂと、第２排紙
センサ２ｆと、などにより構成される。
【００９３】
　制御部１１は、例えば、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１１ａと、ＲＯＭ（Read 
Only Memory）１１ｂと、ＲＡＭ（Random Access Memory）１１ｃと、などを備えて構成
される。
【００９４】
　ＣＰＵ１１ａは、画像形成装置１００を構成する各機能部を統括的に制御する機能部で
あり、例えば、操作表示部２０から入力される操作信号に従って、ＲＯＭ１１ｂに記憶さ
れているシステムプログラムやアプリケーションプログラムなどの各種処理プログラムを
読み出してＲＡＭ１１ｃに展開することによって、当該プログラムに従った処理を行う。
【００９５】
　ＲＯＭ１１ｂは、例えば、システムプログラムやアプリケーションプログラムなどを記
憶する。
【００９６】
　ＲＡＭ１１ｃは、例えば、ＣＰＵ１１ａが実行する各種処理プログラムやこれらのプロ
グラムの実行に係るデータなどを一時的に保管するメモリ領域である。
【００９７】
　制御部１１は、例えば、表示部２２に所定の情報を表示させる。
　具体的には、制御部１１は、例えば、本番出力用カウンター１２ａによりカウントされ
て記憶された本番出力の用紙の枚数情報と、サンプル出力用カウンター１２ｂによりカウ
ントされて記憶されたサンプル出力の用紙の枚数情報と、を表示部２２に表示させる。
【００９８】
　より具体的には、例えば、図７等に示す操作パネル２３の「ユーティリティ／カウンタ
」ボタンｂ１が押下されると、制御部１１は、例えば、画像形成装置１００全体での本番
出力の用紙の枚数情報である「本番出力カウント」Ｌ１１や、画像形成装置１００全体で
のサンプル出力の用紙の枚数情報である「サンプル出力カウント」Ｌ１２などを列記した
、例えば、図７に示すような「カウント表示」画面Ｇ１を表示部２２に表示させる。
　なお、制御部１１は、画像形成装置１００全体での本番出力の用紙の枚数情報や画像形
成装置１００全体でのサンプル出力の用紙の枚数情報を表示させるだけでなく、例えば、
部門毎の本番出力の用紙の枚数情報や部門毎のサンプル出力の用紙の枚数情報も表示させ
るようにしてもよい。
【００９９】
　また、制御部１１は、例えば、本番出力用カウンター１２ａによりカウントされて記憶
された本番出力の用紙の枚数情報と、サンプル出力用カウンター１２ｂによりカウントさ
れて記憶されたサンプル出力の用紙の枚数情報と、を画像形成部５０にプリント出力させ
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る。
【０１００】
　具体的には、制御部１１は、例えば、画像形成装置１００全体での本番出力の用紙の枚
数情報と、画像形成装置１００全体でのサンプル出力の用紙の枚数情報と、などを列記し
てリスト化したものを画像形成部５０にプリント出力させる。
　なお、制御部１１は、画像形成装置１００全体での本番出力の用紙の枚数情報や画像形
成装置１００全体でのサンプル出力の用紙の枚数情報をプリント出力させるだけでなく、
例えば、部門毎の本番出力の用紙の枚数情報や部門毎のサンプル出力の用紙の枚数情報も
プリント出力させるようにしてもよい。
【０１０１】
　また、制御部１１は、例えば、本番出力用カウンター１２ａによりカウントされて記憶
された本番出力の用紙の枚数が、操作パネル２３を操作して設定された上限に達した場合
に、画像形成装置１００の画像形成部５０による画像形成を禁止する。
【０１０２】
　具体的には、制御部１１は、例えば、操作パネル２３を操作して画像形成装置１００全
体での本番出力の用紙の枚数に対する上限が設定された場合は、本番出力用カウンター１
２ａによりカウントされて記憶された画像形成装置１００全体での本番出力の用紙の枚数
が当該設定された上限に達すると、画像形成部５０による画像形成を禁止して、その旨を
ユーザに報知するための所定のエラー表示を表示部２２に表示させる。
　また、制御部１１は、例えば、操作パネル２３を操作して部門毎の本番出力の用紙の枚
数に対する上限が設定された場合は、本番出力用カウンター１２ａによりカウントされて
記憶された部門毎の本番出力の用紙の枚数が当該設定された上限に達すると、画像形成部
５０による画像形成を禁止して、その旨をユーザに報知するための所定のエラー表示を表
示部２２に表示させる。
【０１０３】
　また、制御部１１は、例えば、画像形成部５０に本番出力を実行させて、当該本番出力
の用紙を積載ステージ２ｂに排紙させるとともに、画像形成部５０にサンプル出力を実行
させて、当該サンプル出力の用紙をサブトレイＴｂに排紙させる。
【０１０４】
　具体的には、制御部１１は、例えば、本番出力を実行させ、当該本番出力の用紙を積載
ステージ２ｂに排紙させる。そして、例えば、ユーザにより指定されたサンプル出力のタ
イミングになると、制御部１１は、サンプル出力を実行させ、排紙トレイをサブトレイＴ
ｂに切り替えて、当該サンプル出力の用紙をサブトレイＴｂに排紙させる。その後、制御
部１１は、排紙トレイを積載ステージ２ｂに切り替えて、本番出力の続きを実行させる。
【０１０５】
　より具体的には、例えば、図８の上段に示すように、一のジョブにおける入力画面が１
～５ページの画像であり、“４ページの後”にサンプル出力するよう指定され、部数とし
て２部が設定され、プリントモードとして片面プリントが設定されている場合、制御部１
１は、例えば、図８の下段に示すように、まず、ジョブ情報に基づく１～４ページ目の画
像を用紙上に形成させて本番出力を実行させ、当該本番出力された用紙を積載ステージ２
ｂに排紙させ、次に、テストパターンデータに基づく画像（ジョブ情報に基づく一の画像
であってもよい）を用紙上に形成させてサンプル出力を実行させ、当該サンプル出力され
た用紙をサブトレイＴｂに排紙させ、次に、ジョブ情報に基づく５及び１～４ページ目の
画像を用紙上に形成させて本番出力を実行させ、当該本番出力された用紙を積載ステージ
２ｂに排紙させ、次に、テストパターンデータに基づく画像（ジョブ情報に基づく一の画
像であってもよい）を用紙上に形成させてサンプル出力を実行させ、当該サンプル出力さ
れた用紙をサブトレイＴｂに排紙させ、次に、ジョブ情報に基づく５ページ目の画像を用
紙上に形成させて本番出力を実行させ、当該本番出力された用紙を積載ステージ２ｂに排
紙させる。
　したがって、この場合、ユーザにより指定されたサンプル出力のタイミングは、例えば
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、４ページ目の画像を本番出力した後になる。
【０１０６】
　また、例えば、図９の上段に示すように、一のジョブにおける入力画面が１～５ページ
の画像であり、“４枚毎”にサンプル出力するよう指定され、部数として２部が設定され
、プリントモードとして片面プリントが設定されている場合、制御部１１は、例えば、図
９の下段に示すように、まず、ジョブ情報に基づく１～４ページ目の画像を用紙上に形成
させて本番出力を実行させ、当該本番出力された用紙を積載ステージ２ｂに排紙させ、次
に、テストパターンデータに基づく画像（ジョブ情報に基づく一の画像であってもよい）
を用紙上に形成させてサンプル出力を実行させ、当該サンプル出力された用紙をサブトレ
イＴｂに排紙させ、次に、ジョブ情報に基づく５及び１～３ページ目の画像を用紙上に形
成させて本番出力を実行させ、当該本番出力された用紙を積載ステージ２ｂに排紙させ、
次に、テストパターンデータに基づく画像（ジョブ情報に基づく一の画像であってもよい
）を用紙上に形成させてサンプル出力を実行させ、当該サンプル出力された用紙をサブト
レイＴｂに排紙させ、次に、ジョブ情報に基づく４及び５ページ目の画像を用紙上に形成
させて本番出力を実行させ、当該本番出力された用紙を積載ステージ２ｂに排紙させる。
　したがって、この場合、ユーザにより指定されたサンプル出力のタイミングは、例えば
、４枚分の画像を本番出力した後になる。
【０１０７】
　ここで、表示部２２に表示された「機械状態ＴＯＰ」画面Ｇ２（例えば、図１０）内の
「サンプル排紙」キーｋ２が押圧されると、制御部１１は、例えば、図１１に示すような
「サンプル排紙設定」画面Ｇ３を表示させる。
　そして、「サンプル排紙設定」画面Ｇ３内の「指定ページ」キーｋ３１が押圧されると
、制御部１１は、当該押圧の後に実行するジョブの途中で、例えば、図８に示すように、
予め指定されたページの後に（例えば、“４ページの後”に）サンプル出力を実行させる
。
　一方、「サンプル排紙設定」画面Ｇ３内の「指定枚数」キーｋ３２が押圧されると、制
御部１１は、当該押圧の後に実行するジョブの途中で、例えば、図９に示すように、予め
指定された枚数毎に（例えば、“４枚毎”に）サンプル出力を実行させる。
【０１０８】
　また、例えば、一のジョブ情報に基づく本番出力の実行前に、例えば、図１１等に示す
操作パネル２３内の「確認出力」ボタンｂ２が押下されると、制御部１１は、まず、当該
一のジョブ情報に基づく全ての画像を用紙上に形成させてサンプル出力を実行させ、当該
サンプル出力された用紙をサブトレイＴｂに排紙させ、その後、当該一のジョブ情報に基
づく本番出力を実行させる。
　したがって、この場合、ユーザにより指定されたサンプル出力のタイミングは、例えば
、「確認出力」ボタンｂ２が押下された時になる。
【０１０９】
　また、例えば、一のジョブ情報に基づく本番出力の実行中に、例えば、図１１等に示す
操作パネル２３内の「サンプル排紙」ボタンｂ３が押下されると、制御部１１は、テスト
パターンデータに基づく画像（ジョブ情報に基づく一の画像であってもよい）を用紙上に
形成させてサンプル出力を実行させ、当該サンプル出力された用紙をサブトレイＴｂに排
紙させ、その後、本番出力の続きを実行させる。
　したがって、この場合、ユーザにより指定されたサンプル出力のタイミングは、例えば
、「サンプル排紙」ボタンｂ３が押下された時になる。
【０１１０】
（課金情報管理装置の構成）
　課金情報管理装置２００は、例えば、管理装置や管理サーバなどであり、例えば、図３
に示すように、課金情報管理部２００ａなどを備えて構成される。
【０１１１】
　課金情報管理部２００ａは、例えば、図示しないＣＰＵやＲＯＭ、ＲＡＭなどを備えて
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構成され、本番出力用カウンター１２ａによりカウントされて記憶された本番出力の用紙
の枚数に応じた課金情報と、サンプル出力用カウンター１２ｂによりカウントされて記憶
されたサンプル出力の用紙の枚数に応じた課金情報と、を管理する。
　ここで、用紙の枚数に応じた課金情報とは、例えば、当該用紙の枚数に所定の金額を乗
じて算出される情報である。
【０１１２】
　具体的には、課金情報管理部２００ａは、例えば、本番出力用カウンター１２ａから画
像形成装置１００全体での本番出力の用紙の枚数を取得して、画像形成装置１００全体で
の本番出力の用紙の枚数に応じた課金情報を算出して記憶し、例えば、本番出力用カウン
ター１２ａから部門毎の本番出力の用紙の枚数を取得して、部門毎の本番出力の用紙の枚
数に応じた課金情報を算出して記憶し、例えば、サンプル出力用カウンター１２ｂから画
像形成装置１００全体でのサンプル出力の用紙の枚数を取得して、画像形成装置１００全
体でのサンプル出力の用紙の枚数に応じた課金情報を算出して記憶し、例えば、サンプル
出力用カウンター１２ｂから部門毎のサンプル出力の用紙の枚数を取得して、部門毎のサ
ンプル出力の用紙の枚数に応じた課金情報を算出して記憶することによって、課金情報を
管理している。
【０１１３】
＜出力カウント方法＞
　画像形成システム１０００による出力カウント方法について、図１２のフローチャート
を参照して説明する。
【０１１４】
　まず、画像形成装置１００のサンプル出力モードがＯＮである際に、一のジョブが開始
されると（ステップＳ１１）、制御部１１は、画像形成部５０に制御信号を入力して、給
紙トレイ５３に用紙を給紙させ（ステップＳ１２）、ユーザにより指定されたサンプル出
力のタイミングであるか否かを判断する（ステップＳ１３）。
【０１１５】
　ステップＳ１３で、ユーザにより指定されたサンプル出力のタイミングであると判断す
ると（ステップＳ１３；Ｙｅｓ）、制御部１１は、画像形成部５０に制御信号を入力して
、給紙された用紙上に画像を形成させてサンプル出力を実行させ（ステップＳ１４）、ス
タッカ装置２に制御信号を入力して、排紙トレイをサブトレイＴｂに切り替えさせて（ス
テップＳ１５）、当該サンプル出力された用紙をサブトレイＴｂに排紙させる（ステップ
Ｓ１６）。
【０１１６】
　次いで、ステップＳ１６にて排紙されたサンプル出力の用紙が、第２排紙センサ２ｆに
よって検出されると、制御部１１は、サンプル出力用カウンター１２ｂに画像形成装置１
００全体でのサンプル出力の用紙の枚数や部門毎のサンプル出力の用紙の枚数をカウント
させて記憶させる（ステップＳ１７（サンプル出力カウントステップ））。
【０１１７】
　次いで、制御部１１は、スタッカ装置２に制御信号を入力して、排紙トレイを積載ステ
ージ２ｂに切り替えさせて（ステップＳ１８）、当該一のジョブが終了したか否かを判断
する（ステップＳ１９）。
【０１１８】
　ステップＳ１９で、当該一のジョブが終了していないと判断すると（ステップＳ１９；
Ｎｏ）、制御部１１は、ステップＳ１２以降の処理を繰り返して行う。
【０１１９】
　一方、ステップＳ１９で、当該一のジョブが終了したと判断すると（ステップＳ１９；
Ｙｅｓ）、制御部１１は、本処理を終了する。
【０１２０】
　また、ステップＳ１３で、ユーザにより指定されたサンプル出力のタイミングでないと
判断すると（ステップＳ１３；Ｎｏ）、制御部１１は、画像形成部５０に制御信号を入力
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して、給紙された用紙上に画像を形成させて本番出力を実行させ（ステップＳ２０）、当
該本番出力された用紙を積載ステージ２ｂに排紙させる（ステップＳ２１）。
【０１２１】
　次いで、ステップＳ２１にて排紙された本番出力の用紙が、第１排紙センサ２ｅによっ
て検出されると、制御部１１は、本番出力用カウンター１２ａに画像形成装置１００全体
での本番出力の用紙の枚数や部門毎の本番出力の用紙の枚数をカウントさせて記憶させる
（ステップＳ２２（本番出力カウントステップ））。
【０１２２】
　次いで、制御部１１は、本番出力用カウンター１２ａによりカウントされて記憶された
本番出力の用紙の枚数が、操作パネル２３を操作して設定された上限に達したか否かを判
断する（ステップＳ２３）。
【０１２３】
　ステップＳ２３で、本番出力用カウンター１２ａによりカウントされて記憶された本番
出力の用紙の枚数が、操作パネル２３を操作して設定された上限に達していないと判断す
ると（ステップＳ２３；Ｎｏ）、制御部１１は、ステップＳ１９の処理に移行する。
【０１２４】
　一方、ステップ２３で、本番出力用カウンター１２ａによりカウントされて記憶された
本番出力の用紙の枚数が、操作パネル２３を操作して設定された上限に達したと判断する
と（ステップＳ２３；Ｙｅｓ）、制御部１１は、画像形成装置１００の画像形成部５０に
よる画像形成を禁止して（ステップＳ２４）、すなわち、当該一のジョブを中止して、そ
の旨をユーザに報知するための所定のエラー表示を表示部２２に表示させて（ステップＳ
２５）、本処理を終了する。
【０１２５】
　以上説明した第１の実施の形態における画像形成システム１０００及び出力カウント方
法によれば、用紙上に画像を形成して出力する際、ジョブ情報に基づく本番出力と画像確
認のためのサンプル出力との何れか一方を実行する画像形成装置１００と、課金情報管理
装置２００と、を備え、画像形成装置１００は、本番出力された用紙の枚数をカウントし
て記憶する本番出力用カウンター１２ａと、サンプル出力された用紙の枚数をカウントし
て記憶するサンプル出力用カウンター１２ｂと、を備えている。
　すなわち、本番出力された用紙の枚数と、サンプル出力された用紙の枚数と、を個別に
カウントすることができるため、本番出力された用紙の枚数のみを容易に知ることができ
る。
【０１２６】
　また、画像形成装置１００は、本番出力された用紙が排紙される積載ステージ２ｂと、
サンプル出力された用紙が排紙されるサブトレイＴｂと、積載ステージ２ｂに排紙される
本番出力の用紙を検出する第１排紙センサ２ｅと、サブトレイＴｂに排紙されるサンプル
出力の用紙を検出する第２排紙センサ２ｆと、を備え、本番出力用カウンター１２ａは、
第１排紙センサ２ｅにより検出された用紙の枚数をカウントして記憶し、サンプル出力用
カウンター１２ｂは、第２排紙センサ２ｆにより検出された用紙の枚数をカウントして記
憶するよう構成されている。
　すなわち、排紙される本番出力の用紙を検出するとともに、排紙されるサンプル出力の
用紙を検出することができるため、本番出力された用紙の枚数と、サンプル出力された用
紙の枚数と、の正確な値を知ることができる。
【０１２７】
　また、本番出力用カウンター１２ａは、画像形成装置１００全体での本番出力の用紙の
枚数をカウントして記憶し、サンプル出力用カウンター１２ｂは、画像形成装置１００全
体でのサンプル出力の用紙の枚数をカウントして記憶するよう構成されている。
　すなわち、画像形成装置１００全体での本番出力の用紙の枚数と、画像形成装置１００
全体でのサンプル出力の用紙の枚数と、を知ることができるため、利便性が高い。
【０１２８】
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　また、本番出力用カウンター１２ａは、所定の分類毎に本番出力の用紙の枚数をカウン
トして記憶し、サンプル出力用カウンター１２ｂは、所定の分類毎にサンプル出力の用紙
の枚数をカウントして記憶するよう構成されている。
　すなわち、所定の分類毎の本番出力の用紙の枚数と、所定の分類毎のサンプル出力の用
紙の枚数と、を知ることができるため、本番出力の用紙の枚数と、サンプル出力の用紙の
枚数と、をより詳細に管理できる。
【０１２９】
　また、画像形成装置１００は、制御部１１によって、本番出力用カウンター１２ａによ
りカウントされて記憶された本番出力の用紙の枚数情報と、サンプル出力用カウンター１
２ｂによりカウントされて記憶されたサンプル出力の用紙の枚数情報と、を表示部２２に
表示させることができる。
　すなわち、本番出力の用紙の枚数情報と、サンプル出力の用紙の枚数情報と、を表示す
ることができるため、利便性が高い。
【０１３０】
　また、画像形成装置１００は、制御部１１によって、本番出力用カウンター１２ａによ
りカウントされた本番出力の用紙の枚数情報と、サンプル出力用カウンター１２ｂにより
カウントされたサンプル出力の用紙の枚数情報と、を画像形成部５０にプリント出力させ
ることができる。
　すなわち、本番出力の用紙の枚数情報と、サンプル出力の用紙の枚数情報と、をプリン
ト出力することができるため、利便性が高い。
【０１３１】
　また、課金情報管理装置２００は、課金情報管理部２００ａによって、本番出力用カウ
ンター１２ａによりカウントされた本番出力の用紙の枚数に応じた課金情報と、サンプル
出力用カウンター１２ｂによりカウントされたサンプル出力の用紙の枚数に応じた課金情
報と、を管理することができる。
　すなわち、本番出力の用紙の枚数に応じた課金情報と、サンプル出力の用紙の枚数に応
じた課金情報と、を個別に管理できるため、本番出力の用紙の枚数のみに応じた課金情報
を容易に知ることができる。
　ここで、サンプル出力は、例えば、印刷業者が顧客から依頼された出力を行う際に、印
刷業者の都合で実行されるが、従来、本番出力の用紙の枚数に応じた課金情報と、サンプ
ル出力の用紙の枚数に応じた課金情報と、は個別に管理されていなかった。そのため、顧
客から依頼された出力（本番出力）のみの課金情報を得るには、排紙された本番出力の用
紙の枚数を数えることによって本番出力の課金情報を得るか、或いは、排紙されたサンプ
ル出力の用紙の枚数を数えて得たサンプル出力の課金情報を画像形成システムにより管理
されている課金情報から引くことによって本番出力の課金情報を得なければならず、煩わ
しいという問題があったが、本発明によれば、本番出力の用紙の枚数に応じた課金情報と
、サンプル出力の用紙の枚数に応じた課金情報と、を個別に管理できるため、所望の課金
情報を容易に知ることができる。
【０１３２】
　また、操作パネル２３を操作して、本番出力用カウンター１２ａによりカウントされる
本番出力の用紙の枚数に対して上限を設定することができ、画像形成装置１００は、制御
部１１によって、本番出力用カウンター１２ａによりカウントされた本番出力の用紙の枚
数が、操作パネル２３を操作して設定された上限に達した場合に、画像形成装置１００に
よる画像形成を禁止することができる。
　すなわち、本番出力の用紙の枚数が、設定された上限に達した場合に、画像形成を禁止
することができるため、利便性が高い。
【０１３３】
［第２の実施の形態］
　次に、第２の実施の形態における画像形成システム１０００Ａ及び出力カウント方法に
ついて説明する。
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【０１３４】
＜画像形成システムの構成＞
　まず、画像形成システム１０００Ａの構成について、図１３～図１７を参照して説明す
る。
　なお、第２の実施の形態の画像形成システム１０００Ａは、本番出力された用紙の枚数
のみをカウントする点が、第１の実施の形態の画像形成システム１０００と異なる。具体
的には、画像形成装置１００における全体制御部１０の構成の一部及びスタッカ装置２の
構成の一部と、課金管理装置２００における課金管理部２００ａの構成の一部が異なる。
したがって、異なる箇所のみについて説明し、その他の共通する部分は同一符号を付して
説明する。
【０１３５】
　画像形成システム１０００Ａは、例えば、図１３に示すように、画像形成装置１００Ａ
と、画像形成装置１００ＡにＬＡＮ等のネットワークＮを介して接続された課金情報管理
装置２００Ａ等の外部機器と、などを備えて構成される。
【０１３６】
（画像形成装置の構成）
　画像形成装置１００Ａは、例えば、図１４及び図１５に示すように、操作表示部２０や
ＡＤＦ（Auto Document Feeder；自動原稿給送装置）部４０などが設けられた本体部１と
、本体部１にオプション接続されたスタッカ装置２Ａや大容量トレイユニット３と、全体
制御部１０Ａと、スキャナ部３０と、画像形成部５０と、コントローラ部６０と、などを
備えて構成される。
【０１３７】
　全体制御部１０Ａは、例えば、制御部１１Ａと、不揮発メモリ１２Ａと、ＤＲＡＭ（Dy
namic Random Access Memory）制御ＩＣ１３と、圧縮／伸長ＩＣ１４と、読み取り処理部
１５と、書き込み処理部１６と、画像メモリ１７と、ＨＤＤ１８と、コントローラＩＣ１
９と、などを備えて構成される。
【０１３８】
　不揮発メモリ１２Ａは、データの読み書きが可能な半導体メモリなどにより構成され、
例えば、画像形成装置１００Ａにかかる各種設定データなどを記憶する。
　さらに、不揮発メモリ１２Ａは、例えば、図１６に示すように、本番出力用カウンター
１２ａなどを記憶している。
【０１３９】
　スタッカ装置２は、例えば、図１４、図１５及び図１７に示すように、スタッカ制御部
２ａと、積載ステージ２ｂと、ドアセンサ２ｃと、排紙口切替ゲート２ｄと、第１排紙セ
ンサ２ｅと、サブトレイＴｂと、用紙を積載ステージ２ｂやサブトレイＴｂまで搬送する
ための排紙ローラと、などを備えて構成される。
【０１４０】
　制御部１１Ａは、例えば、ＣＰＵ１１ａと、ＲＯＭ１１ｂと、ＲＡＭ１１ｃと、などを
備えて構成される。
【０１４１】
　制御部１１Ａは、例えば、表示部２２に所定の情報を表示させる。
　具体的には、制御部１１Ａは、例えば、本番出力用カウンター１２ａによりカウントさ
れて記憶された本番出力の用紙の枚数情報を表示部２２に表示させる。
【０１４２】
　また、制御部１１Ａは、例えば、本番出力用カウンター１２ａによりカウントされて記
憶された本番出力の用紙の枚数情報を画像形成部５０にプリント出力させる。
【０１４３】
（課金情報管理装置の構成）
　課金情報管理装置２００Ａは、例えば、キーカウンタや、コインベンダー、カードベン
ダー、管理装置、管理サーバなどであり、例えば、図１５に示すように、課金情報管理部
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２００ａＡなどを備えて構成される。
【０１４４】
　課金情報管理部２００ａＡは、例えば、図示しないＣＰＵやＲＯＭ、ＲＡＭなどを備え
て構成され、本番出力用カウンター１２ａによりカウントされて記憶された本番出力の用
紙の枚数に応じた課金情報を管理する。
【０１４５】
＜出力カウント方法＞
　画像形成システム１０００Ａによる出力カウント方法について、図１８のフローチャー
トを参照して説明する。
【０１４６】
　なお、第２の実施の形態の画像形成システム１０００Ａによる出力カウント方法（図１
８）は、ステップＳ１７が省略されている点のみが、第１の実施の形態の画像形成システ
ム１０００による出力カウント方法（図１２）と異なる。
　すなわち、第２の実施の形態の画像形成システム１０００Ａによる出力カウント方法（
図１８）のステップＳ３１～ステップＳ３６の処理は、第１の実施の形態の画像形成シス
テム１０００による出力カウント方法（図１２）のステップＳ１１～ステップＳ１６の処
理と略同一であり、第２の実施の形態の画像形成システム１０００Ａによる出力カウント
方法（図１８）のステップＳ３７～ステップＳ４４の処理は、第１の実施の形態の画像形
成システム１０００による出力カウント方法（図１２）のステップＳ１８～ステップＳ２
５の処理と略同一である。したがって、第２の実施の形態の画像形成システム１０００Ａ
による出力カウント方法（図１８）については、詳細な説明は省略する。
【０１４７】
　以上説明した第２の実施の形態における画像形成システム１０００Ａ及び出力カウント
方法によれば、画像形成装置１００Ａは、本番出力された用紙の枚数のみをカウントして
記憶する本番出力用カウントター１２ａを備えている。
　すなわち、本番出力された用紙の枚数のみをカウントすることができるため、本番出力
された用紙の枚数のみを容易に知ることができる。
【０１４８】
　なお、本発明は、上記した実施の形態のものに限るものではなく、その要旨を逸脱しな
い範囲で適宜変更可能である。
【０１４９】
　第１及び第２の実施の形態において、所定の分類毎は、会社内の部門毎の限りでなく、
例えば、ユーザ毎や顧客毎などであってもよい。
【０１５０】
　第１の実施の形態において、本番出力用カウンター１２ａとサンプル出力用カウンター
１２ｂとを、例えば、課金情報管理装置２００に備えるようにしてもよい。
　第２の実施の形態においても同様である。
【０１５１】
　第１の実施の形態において、例えば、課金情報管理装置２００の制御部によって、カウ
ントされた本番出力の用紙の枚数情報やカウントされたサンプル出力の枚数情報を、画像
形成装置１００の表示部２２や課金情報管理装置２００の表示部に表示させるようにして
もよい。
　第２の実施の形態においても同様である。
【０１５２】
　第１の実施の形態において、例えば、課金情報管理装置２００の制御部によって、カウ
ントされた本番出力の用紙の枚数情報やカウントされたサンプル出力の枚数情報を、画像
形成装置１００の画像形成部５０等にプリント出力させるようにしてもよい。
　第２の実施の形態においても同様である。
【０１５３】
　第１の実施の形態において、例えば、課金情報管理装置２００の制御部によって、カウ
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ントされた本番出力の用紙の枚数が設定された上限に達した場合に、画像形成装置１００
による画像形成を禁止するようにしてもよい。
　第２の実施の形態においても同様である。
【０１５４】
　第１の実施の形態において、ユーザは、例えば、課金情報管理装置２００の操作部を操
作して、カウントされる本番出力の用紙の枚数に対して上限を設定するようにしてもよい
。
　第２の実施の形態においても同様である。
【０１５５】
　第１の実施の形態において、例えば、画像形成装置１００によって、カウントされた本
番出力の用紙の枚数に応じた課金情報や、カウントされたサンプル出力の用紙の枚数に応
じた課金情報を、管理するようにしてもよい。
　第２の実施の形態においても同様である。
【０１５６】
　第１の実施の形態において、第１排紙センサ２ｅによって本番出力された用紙を検出し
て本番出力の用紙の枚数をカウントするとともに、第２排紙センサ２ｆによってサンプル
出力された用紙を検出してサンプル出力の用紙の枚数をカウントするようにしたが、この
限りではなく、例えば、画像形成部５０が用紙１枚分の本番出力を実行すると本番出力の
用紙の枚数をカウントするとともに、画像形成部５０が用紙１枚分のサンプル出力を実行
するとサンプル出力の用紙の枚数をカウントするようにしてもよい。この場合、画像形成
装置１００に、第１排紙センサ２ｅや第２排紙センサ２ｆを備える必要はない。
　第２の実施の形態においても同様である。
【図面の簡単な説明】
【０１５７】
【図１】第１の実施の形態の画像形成システムの全体構成を示す図である。
【図２】第１の実施の形態の画像形成装置の外観及び断面を示す図である。
【図３】第１の実施の形態の画像形成システムが備える画像形成装置の機能的構成を示す
ブロック図である。
【図４】図３の不揮発メモリのデータ構成を示す図である。
【図５】図４の本番出力用カウンターのデータ構成を示す図（ａ）と、図５のサンプル出
力用カウンターのデータ構成を示す図（ｂ）である。
【図６】第１の実施の形態の画像形成システムが備える画像形成装置に備えられたスタッ
カ装置の機能的構成を示すブロック図である。
【図７】操作パネルと表示部に表示された「カウント表示」画面とを示す図である。
【図８】第１の実施の形態の画像形成システムによるサンプル出力の実行の仕方を説明す
るための第１の図である。
【図９】第１の実施の形態の画像形成システムによるサンプル出力の実行の仕方を説明す
るための第２の図である。
【図１０】操作パネルと表示部に表示された「機械状態ＴＯＰ」画面とを示す図である。
【図１１】操作パネルと表示部に表示された「サンプル排紙設定」画面とを示す図である
。
【図１２】第１の実施の形態の画像形成システムによる出力カウント方法について説明す
るためのフローチャートである。
【図１３】第２の実施の形態の画像形成システムの全体構成を示す図である。
【図１４】第２の実施の形態の画像形成装置の外観及び断面を示す図である。
【図１５】第２の実施の形態の画像形成システムが備える画像形成装置の機能的構成を示
すブロック図である。
【図１６】図１５の不揮発メモリのデータ構成を示す図である。
【図１７】第２の実施の形態の画像形成システムが備える画像形成装置に備えられたスタ
ッカ装置の機能的構成を示すブロック図である。
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【図１８】第２の実施の形態の画像形成システムによる出力カウント方法について説明す
るためのフローチャートである。
【符号の説明】
【０１５８】
　２ｂ　積載ステージ（第１排紙トレイ）
　２ｅ　第１排紙センサ（本番出力用カウント部）
　２ｆ　第２排紙センサ（サンプル出力用カウント部）
　１１，１１Ａ　制御部
　２２　表示部
　２３　操作パネル（設定部）
　５０　画像形成部
　１２ａ　本番出力用カウンター（本番出力用カウント部）
　１２ｂ　サンプル出力用カウンター（サンプル出力用カウント部）
　１００，１００Ａ　画像形成装置
　２００ａ，２００ａＡ　課金情報管理部
　１０００，１０００Ａ　画像形成システム
　Ｔｂ　サブトレイ（第２排紙トレイ）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】

【図１７】

【図１８】
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